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１．首都圏に於ける国産牛肉の価格低迷の理由 

２．牛肉価格はいつ回復するか 

３．流通業者（消費者）に喜ばれる牛枝肉とは 

テープ起こし一部 

１．首都圏に於ける国産牛肉の価格低迷の理由 

不景気のため低級部位が売れるが高い部位が売れない現状、小売りの単価を下げ

る、売れるところは高く、売れない部位は安くする、部位別評価の見直し、回転

を良くするために在庫を残さない工夫。肩ロースを分解してスペック作りが課題。 

２．牛肉価格はいつ回復するか 

    

３．流通業者（消費者）に喜ばれる牛枝肉とは 

   芝浦の流通からみると、喜ばれる肉は、消費者ニーズは、品質が良くて安い肉は

売れる。歩留まりがよい牛でなければ流通からは喜ばれない。枝肉の構成比率が良

いこと、高く売れる部位が大きくて安くしか売れないところは少ないこと。胴長の

牛はロースが薄いので商品価値が低い。もも抜けが一番重要で、パーツにした時に

モモ抜けが悪い場合は高く売れないので、高く買うことが出来ない。肥育期間が長

い方がモモ抜けの良い場合が多いので一番高く売れる。 

   脂質の基準は、重要で、赤身と脂肪のバランスがよいムダ脂が無くて肉色の良い

肉が望ましい。 

 


